仕　　様　　書

この業務委託は、冷暖房設備、給排水衛生設備及びその他の電気設備等の保守並びにこれらの運転管理について、関係法令に基づき業務を実施し、設備の円滑かつ経済的な運転、事故の未然防止及び設備の機能低下の防止を図るものとする。

１　業務対象施設

広島市心身障害者福祉センター　総床面積　７，１１７．３８㎡

２　業務実施日及び時間

（１） 委託業務に従事する日は、次に掲げる日を除く日とする。

1 １２月３０日から１２月３１日

2 １月１日から１月２日

3 ８月６日
4 第２、第４水曜日
5 第１、第３、第５水曜日のうち、国民の祝日に関する法律（昭和２３年法律第１７８号）に規定する休日（以下「休日」という。）に当たる日
6 休日の翌日。ただし、休日が火曜日に当たるときは、その翌々日
（２）　委託業務に従事する時間は、次に掲げる時間とする。

1  ４月～９月
	区　　分
	従事時間
	備　　考

	第１、第３、第５水曜日以外
	午前8時00分から

午後9時15分まで
	

	第１、第３、第５水曜日
	午前8時00分から

午後5時15分まで
	ただし、休日にあたるときは、従事しない。


　
2 １０月～３月
	区　　分
	従事時間
	備　　考

	第１、第３、第５水曜日、木曜日及び休日の翌々日を除く毎日
	午前8時00分から

午後9時15分まで
	

	第１、第３、第５水曜日
	午前8時00分から

午後5時15分まで
	ただし、休日にあたるときは、従事しない。 

	木曜日及び休日の翌々日
	午前7時00分から

午後9時15分まで
	ただし、休日の翌々日が木曜日にあたるときは、金曜日の勤務を午前7時00分から午後9時15分までとする。


③　その他
　　　　 　　　以下の日については曜日にかかわらず勤務することとし、従事する時間は次に掲げる時間とする。
	期間
	従事時間
	備　　考

	ア　１２月２８日
	午前8時00分から午後9時15分まで
	ただし、１２月２８日及び１月４日が水曜日にあたる時は勤務を午前8時00分から午後5時15分までとする。

	イ　１２月２９日及び

　　　１月　３日
	午前8時00分から午後5時15分まで
	

	ウ　　１月　４日
	午前7時00分から午後9時15分まで
	


３　委託業務内容

（1） 空調冷暖房設備及び機械換気設備

①　別紙１「保守点検項目」に基づく空調冷暖房設備及び機械換気設備の機能点検、清掃、調整

　　　　　  ②　空調冷暖房設備及び機械換気設備の運転、操作、調整及び運転時間、内外温湿度等の記録、検討

③　燃料等の使用状況の調査、記録

④　潤滑油等の補給及び取替

⑤　エアーフィルターの点検、清掃、取替

⑥　機械室その他関連諸室の整備、清掃

⑦　記録簿、図書、工具、計器、予備品等の整理、管理

⑧　事故、故障、破損等があった場合の原因の究明

⑨　軽微な修理等

（2） 給排水・衛生設備

①　別紙１「保守点検項目」に基づく給排水衛生設備の機能点検、清掃、調　　　　　　整

②　上水、ガスの使用量の計算、記録

③　各ポンプの運転調整

④　槽内機器の点検、整備

⑤　機械室その他関連諸室の整備、清掃

⑥　記録簿、図書、工具、計器、予備品等の整理、管理

⑦　事故、故障、破損等があった場合の原因の究明

⑧　軽微な修理等

⑨　年１回の蓄熱槽（３０㎥）清掃及び消毒
（3） 電気設備等

①　日常巡視点検、手入れ、測定、調整

②　受電室、電動機の設置されている室等の整理、清掃

③　記録簿、図書、工具、計器、予備品等の整理、管理

④　不点照明灯の取替

⑤　事故、故障、破損等があった場合の原因の究明

⑥　軽微な修理等

（４）年末年始の業務（１２月２９日及び１月３日。）
 　　　 ①　温水ボイラーの運転調整
②　プールの注水
（５） 建築基準法第１２条第４項の規定に基づく昇降機以外の建築設備についての定期点検

別紙２「建築設備定期点検実施要領」に基づいた点検の実施
（６） 立会等

発注者が別途契約により実施している設備関係業務及び設備管理上関係のある業務についての立会い及びこれに関する記録

４　停電その他電気事故に対する即応体制

　（１） 停電その他電気事故（以下「事故」という。）の発生もしくはそのおそれがある場合、発注者は受注者に連絡するものとする。

（２） 受注者は、事故が発生した場合、事故場所の捜索、早期発見に努めるとともに、軽微な場合は不良の箇所を除去、修理し復旧に努めるものとする。

（３） 受注者は、事故が発生した場合の連絡先、連絡方法等をあらかじめ定め発注者に報告するとともに、外部機関とも連絡、協力体制を確立し、臨機応変な措置がとれるよう努めること。

５　業務実施に当たっての留意事項

（１） 受注者は、監視室には常に人員を配置して、安全な運転操作を行うものとす
る。

（２） 受注者は、業務委託の実施に当たっては、現場責任者又は従業員のうち、２級以上のボイラー技士及び第二種電気工事士等の資格を有するものを、１名以上従事させるものとする。　　　　　　　　　　　　　　　　　　

なお、資格は重複して所有することを妨げないものとする。

（３） 受注者は、閉館前に各部屋の空調機器等が異常なく作動しているか発注者とともに巡回を行い、軽微な修繕については復旧に努めるものとする。その際に戸締りについても併せて行うこととする。

（４） 従業員は、常に名入りの統一した衣服を着用するものとする。

６　報告事項等

（１） 受注者は、あらかじめ発注者に対し、現場責任者及び従業員の氏名等を報告するとともに、前項（２）の資格を証する書類の写しを提出して、その承認を得なければならない。現場責任者又は従業員に変更があったときも、また同様とする。

（２） 社会福祉法人広島市社会福祉事業団委託契約約款第６条に定める業務委託実施計画書は、年間計画書及び月間計画書とし、年間計画書は契約締結後速やかに提出し、月間計画書は前月の２５日までに（４月分については、契約締結後速やかに）提出して、それぞれ発注者の承認を受けなければならない。

（３） 社会福祉法人広島市社会福祉事業団委託契約約款第１２条に定める委託業務実施報告書は業務日誌及び月間報告書とし、業務日誌は毎日（休日等の場合には翌日）前日分を提出し、月間報告書は翌月の１０日（ただし、３月分については３月３１日）までに提出して、それぞれ発注者の確認を受けるものとする。

７　費用の負担等

（１）　業務委託を行うため必要な経費のうち、電気料、水道料及びガス料並びに次に掲げるものは発注者の負担とする。

　　　　 ①　消耗品費

　　　　 ②　軽微な修理に必要な材料

（２）　業務委託に必要な設備付属工具等は発注者が貸与する。
８　その他

この仕様書に疑義のあるとき、又は定めのない事項については、発注者・受注者協議して定めるものとする。

